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～地域とのかけはし～  

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１． 地域の皆様に質の高い医療環境を提供します 

2． 地域の医療、福祉機関と連携を図り、包括医療の向上に 

寄与します 

3． 職員全員が一体となり、良質な医療を目指し、病院経営の 

健全化に努めます 

4． 職員全員が仕事に誇りを持ち、互いに理解し、協力し合い、

働き甲斐のある職場を目指します 

きらり 

医療人 

院内ＳＥの取り組みについてご紹介 
～院内紹介シリーズ 第 8 弾～ 

 

地域の皆様に安心・信頼をお届けし、親しまれる病院を 

目指します 

 

 

 

システムエンジニア 

 院内 SE（システムエンジニア）・・・あまり聞き慣れない言葉だと思いますが、医療情報システム（電子 

カルテなど）の管理をメイン業務としております。 

 患者様が受付に来ると受付の職員が、診察室に入ると先生達がパソコンを入力していると思います。 

そして診察が終わると処方箋や領収書がプリンタより出力されて、患者様の手に渡る・・・それらを管理 

している仕事と言えばイメージしやすいでしょうか。皆様と直接関わるような表立つ業務ではありません 

が、処方箋や領収書などを手にしたときに、そんな仕事があるんだな・・・と思って頂ければ幸いです。 

 令和 3 年からは健康保険証のマイナンバーカードによる代用、今後は電子処方箋やオンラインによる 

診療情報提供書の運用など、国が本格的に医療の ICT 化を始めようとしています。可能な限り最新の 

ICT 技術を皆様に提供していきたいと思います。 

 

※ICT とは？・・・インフォメーションアンドコミュニケーションテクノロジーの略称で、情報通信技術の 

ことです。 

 



 

【地域医療連携室】 

 担当医師 渡邉 哲子 

 看護師長 今泉 洋子 

 相談員  佐々木 澄江 

 相談員  五十嵐 博志 

 事務員  熊谷 令奈 

【連携室直通】 

 ０２２（７７９）５１９１（TEL） 

 ０２２（７７９）５１９２（FAX） 

 

 今年は例年より早く、春の便りが届きましたね。 

 いつもは早歩きの私ですが、桜が咲き始めるとゆっくり

歩き、春の匂いを感じながら散策することが楽しみの一つ

でもあります。また、散策中は美味しそうな匂いがすると、

ついつい食いしん坊のアンテナが反応し、お店に立ち寄っ

てしまうこともしばしば。 

 皆さんの春の楽しみ方も、ぜひ教えて下さいね。(熊谷) 

教えて！先生 

 2019 年 4 月より皮膚科を担当している加藤保信と申します。出身は福島県郡山市で、ちなみに

両親はともに福島県伊達市出身です。前任の加藤泰三先生と同じ名字ということもあり、ときどき

「先生の息子さんですか？」と訊かれるのですが違います。 

 話は変わりますが身近な地域の地理や歴史に興味があります。富谷市と郡山市とでは「県庁所在

地ではないけれども、地理的に県の中央に位置している」という共通点がある一方で、「富谷市には

国道４号線や東北自動車道が通っているのに、東北本線が通っていないのはなぜだ？」という疑問

が湧きます。歴史を紐解くと、明治政府が港から陸揚げされる資材の鉄道輸送のために、海側への

敷設を優先した結果だとか。また以前観た「殿、利息でござる！」の舞台、大和町の吉岡宿もまだ行

けていなので今年こそはと思っています。 

 最後に微力ながら地域の医療に貢献できればと思っています。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 地域医療連携室では、患者様に安心して治療に専念していただき、退院後も住み慣れた地域で、 

その人らしく療養生活を送って頂けるように、下記のような相談を受け付けております。お気軽に 

ご相談ください。 

・医療の相談（受診や入院、診療内容、検査、病気について） 

・福祉の相談（医療、福祉制度について） 

・療養の相談（転院先や在宅医療について） 

・その他の相談（病院に対する意見や要望） 

 

～皮膚科・加藤保信先生編～ 


